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嘉村哲郎  
東京藝術大学 芸術情報センター / 総合芸術アーカイブセンター

東京藝術大学のデジタルアーカイブ 
総合芸術アーカイブセンターの取組み



とうきょうげいじゅつだいがく



唯一の国立系総合芸術大学



毎日の教育・研究活動で創造されるもの
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伝統を受け継ぐ芸術

高度な技術で復元される作品

最新の技術・方法による新しい創造

活動 {講義，展覧会，演奏会･･･}
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伝統を受け継ぐ芸術

高度な技術で復元される作品

最新の技術・方法による新しい創造

活動 {講義，展覧会，演奏会･･･}
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何らかの行動・干渉が伴わない限り 
!

形としてのこることはない
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だから、のこすための行動をする
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誰のために?
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> 学生 
!

> 教員
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何のために?
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東京芸術大学を 
あきらかにするために
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!

5W1H 
2014年10月・六本木・古澤 龍・作品「AudioMigratory」

情報 情報

RyuFurusawa: 東京藝術大学美術学部，大学院映像研究科卒 / 芸術情報センター 教育研究助手 

AudioMigratory: 2014年度グッドデザイン賞受賞作品 / http://ryufurusawa.com/

所属学部・研究科 

課題 

制作作品

作品の写真・映像 

技法，材質 

展示歴

とうきょうげいだいなう

技法や用語 
の定義

蓄積・保存 
方法情報の整理
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過去と現在を情報化してわかること



16

蓄積・保存・継承されてきたモノ・コト 
!

過去 - 現在 → 未来に伝える役割
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総合芸術アーカイブセンター 
!

!

!

!

!

!

!

!

!

!
(活動期間 2011.5-2016.3)

× 情報

美術 
!

音楽 
!

文書
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美術 × 情報
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立体物 
!

講義・講演 
!

卒業制作 
!

研究室資料 
!

できごと
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平櫛田中「鏡獅子」

1. 美術教育への還元 

2. 現在の作家視点による過去作品の表現領域の再現と追求 

3. 文化財の保存・修復時の参考資料

立体物
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講義・講演

大友良英(2005)

聴く-ノイズと静寂

立川談志(1998)

特別講演

林勝彦(2005)

テレビとネットの融合は可能か

1. 過去に記録された映像テープのデジタル変換 

!

2. これから行われる講義・講演に対する記録のシステム化

研究室を訪問調査(要説明)，記録媒体，本数，内容を大雑把に確認 

　→ デジタイズの優先決めと重要性の検討

2015年度計画
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講義・講演系資料調査とデジタル化フロー

【デジタルデータ】!
メタ情報!
目録リスト!
データ(映像・音声等)

メタデータの整理!
統合目録化

メタデータの公開!
コンテンツ化

データ入力フォーム!
EXCEL等テキストデータ

【物理媒体】!
音声(SP,磁気テープ)!
映像(磁気テープ)!
データディスク!
紙媒体!
立体的資料・作品

現物を借用

アナログ/デジタル変換!
データ変換!
デジタル撮影!
3Dデータ計測 データ蓄積・保存

データ渡し/現物返還

各研究室・学科等の作業範囲

アーカイブセンターの作業範囲

デジタルアーカイブ対象の調査!
デジタル化，資料組織化方法の検討

メディアデータUpロード

油画科をシステム化の先行事例に検討中 

　→ 2015年1月現在，講師への記録・保存・学内外公開に関する権利部分に問題有
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参考DVテープ/ DVD 

1.DVデッキまたはDVカメラ/DVDからデータを抽出 

2.不要な前後部分の映像カットとMPEG4/H.264圧縮 

3.学内ストレージ及びVIMEOに保存 

4.メタデータ付与と目録の作成 

講義や講師情報は教務の資料や研究室資料，講義映像を見て調査 

!

音声テープ 

再生機器の音声出力からPCの音声入力に取り込みとMP3圧縮 44KHz/256Bit 

!

問題 

DVテープ・音声テープは取り込みに実時間がかかる。 

DVデッキ/カメラは生産終了品。壊れたら取り込みができなくなる。 

当時の講義・講師情報を調べるために学内資料やWebを探すという手間が発生。
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2013年度，卒業制作図録の廃止の噂がでる 

 → 卒制作品のDB化目標があるため，真相調査

卒業制作

1.図制作業者 → 目録データ，画像の譲渡 

2.学生全員 → データ収集，Web掲載の権利承諾の確認 

3.項目が52に及ぶ。画像はインデザインに埋込みの状態 

4.2006～2010年の目録を作成 
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作家が「材質・技法」を記述するための辞書ツールの開発 

　>『卒業・修了制作作品集』の「材質・技法」の用語整理 

　>  用語と典拠情報をゆるやかな関係で構造化

「用語」の種類問題 

名詞（固有名詞を含む） 

動詞・接辞 

記号

・ 青金 / 赤松 / 麻紐 

・ 角川文庫 / YKK 

・ 主 / 各 / 他 / など 

・ ＆ / 3’30” / ×

22種類の記述形式が存在 

油彩、クレヨン、キャンバス 

綿、羊毛、染料／綴織  

鉄、紙、革、羽根など  

映像（アニメーション） 

樟に彩色 

映像をプロジェクション 

6台のスライドプロジェクタ 

      によるインスタレーション 

����!

Japan!Knowledge!

����	
�!

Ge.y!Vocabularies!

参考: 用語整理の試み
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研究室資料

美術解剖学研究室 美術解剖図 掛図 

明治～大正期
学生と共に撮影の方法を学習
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佐藤一郎先生 

2TB分の活動のデータ

島田文雄先生 

1344点調査資料

研究室資料(未整理)



28

できごと
アーカイブセンターの活動を本学関係者に感じてもらうために

2015.1, システムテスト中 
メタデータはRDF出力に対応

情報収集 
歩いて学内掲示物から探す 
研究室Web，附属組織Web 

!
掲載ポリシー 

内容に藝大の文字が 
あれば容赦なく登録する

今，大学で何が行われているのか 
わかる手段が無い 
　→ 特別講演やシンポジウム等



音楽 × 情報
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演奏会 
!

演奏会情報 
!

著作権処理・管理
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演奏会

東京藝術大学 奏楽堂 

年間公演数 

約160公演

MOV形式 
(.mov) 

ファイルフォーマット Quick Time ムービー 
ビデオ ビデオフォーマット H.264 

フレームサイズ 1920×1080 HD 
アスペクト比 16:9 
フレームレート 59.94fps 
ビットレート 20000kbps 
エンコーディングモード 複数回実行 

オーディオ オーディオフォーマット リニアPCM(非圧縮) 
サンプリングレート 48kHz 
量子化ビット数 16bits 
チャンネル 2.0ch(ステレオ) 

映像 ◎ 収録時に近い形式で、可能な限り高画質なデータを保存

WAV形式 
(.wav) 

サンプリング周波数 44.1kHz 96kHz 

量子化ビット数 16bits 24bits 

チャンネル数 2.0ch (ステレオ) 

音声 ◎ 5.1chサラウンド収録された場合はそのデータも保存
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PDF形式 
(.pdf) 透明テキスト付きファイル 

パンフレット
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演奏会情報(楽曲)
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演奏会情報(演奏者)

誰が，いつ，どこで，なにを，どのような役割で演奏したか 

日付・時刻単位で記録をのこす
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著作権処理

著作権 : 作曲者、編曲者、作詞者、講演者など

No. 公演名 
権利処理が 
必要な作曲者 権利窓口 

複製使用料 
音源
（CD） 

映像 
（DVD） 

1 創造の杜 2011 
安良岡章夫 JASRAC 

¥1,680 ¥4,830　 山田和男 JASRAC 

2 室内楽定期 第38回 (2) 
A.ジョリヴェ (JASRAC) ¥2,730 ¥5,460 
A.シュニトケ (ショット社) ¥200,000～ 

3 創造の杜 2012 W. リーム (ショット社) ¥546,000～ 

権利保持者が属する団体窓口に都度問い合わせて処理

演奏会の録音CDや映像を演奏者に渡す場合には費用が発生 

JASRACは明瞭会計，海外は言い値
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著作隣接権処理
演奏者，舞踏家など。演奏者全員の許諾が必要

学外関係者は都度承諾を取る

東京藝術大学音楽学部における 

演奏活動に関わる著作隣接権等の取扱要項
̶̶-抜粋 

第３条 演奏作品の著作隣接権等は、別途合意のない限り、学部等との関係ではそ 

の演奏を行った構成員個人（以下「著作隣接権者」という｡)に帰属する。 

（利用許諾） 

第４条 著作隣接権者は、その演奏作品について、学部等に対し次の各号に掲げる 

利用を将来にわたって無償で許諾するものとする。 

（１）演奏作品の記録に必要な録音・録画及びその編集 

（２）演奏作品の保存に必要なCD-ROM等のメディアやサーバへの複製 

（３）メディアの配布・販売・貸与、インターネット等を通じた配信その他の提供 

（４）ホームページや印刷物等における広報利用 

（５）上記各号に定める行為の第三者に対する再許諾 

（６）その他学部等において必要とする利用 

（楽曲著作権等の取扱） 

̶̶-

学内関係者は学内規則を制定 
　→ 承諾書の記入不要

http://www.geidai.ac.jp/kisoku_koukai/pdf/p20140312_424.pdf
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演奏会後は迅速に公開(GEIDAI Music Archive) 
http://arcmusic.geidai.ac.jp/

学内ネットワークは公開済 
コンテンツ全て視聴可能

サウンドのみ

学外から視聴可能な演奏会は　　　のアイコンが表示されています

http://arcmusic.geidai.ac.jp/
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演奏会後は迅速に公開(GEIDAI Music Archive) 
http://arcmusic.geidai.ac.jp/

映像は1920x1080(FullHD)で視聴可能 

データストレージにVIMEOを利用

音声のみの場合 

データストレージにSoundCloudを利用

http://arcmusic.geidai.ac.jp/


39

・自分の演奏の確認 

・楽曲の研究 

・仕事の合間のBGM

・出演者や研究者が研究のために保管 

・コンクールやオーディションへの提出 

　→CDやDVDなどの要望が多い

・いつでもどこからでも見ることが可能 

　→学内配信後、権利処理できたら学外配信 

　→社会への音楽文化の普及

デジタルデータの活用

視聴

複製

配信



文書 × 情報
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[文書館] 
アーカイブズ機能
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アーカイブズ(文書館)機能の確立をめざす 

大学史文書による藝大史の“見える化”

1.所蔵文書の目録化 

2.関連資料の収集、保管、データ化 

3.学内外の各種調査研究・閲覧への対応 

4.寄贈資料の受入(紙媒体の他、楽器などの物資料も) 

5.デジタル化による保存と活用
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資料(公文書、古写真)
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東京音楽学校の依嘱作曲 

「佛印工兵隊ノ歌」　高田信一作曲、作詞者不明

昔の楽譜を元に 

曲・演奏の再現を試みる 

!

!

!

 
↓ 

権利処理を忘れずに

復元演奏の収録
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（※1）著作者や生没年が不明だが、著作権専門家等や著作権管理機関に確認の上、著作権保護期間満了の可能性がきわめて高いと判断。 

（※2）本学が著作権を保有するものと他の公的機関が著作権を保有するものがあるが、ここでは前者をCC BYとして公開し、後者は団体著

作物の保護期間満了が確認されたものを「著作権保護期間満了」として公開する方針。  

復元音源公開にあたっての権利内容の表示一覧
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権利関係が明らかになった資料・音源のコンテンツ化
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歴史的資料の画像データはCC-BY
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年度内に画像を公開
日露戦争スナップ56点 (CC-BY)

岡田二郎氏関連資料88点 (ライセンス未定) 
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謎写真522点(一部公開、ライセンス未定)



情報
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情報システム整備 
!

資料調査 
!

デジタル化・技術選定 
!

コンテンツ作成・活用



情報機器の設定・管理からデジタル化～公開

データストレージの設定 

Web，DBサーバの構築・運用
デジタル化計画とデジタル化学内資料調査・発掘

研究室・附属組織

目録・メタデータ作成 コンテンツ作成 公開・活用
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コンテンツ化

有志による 

演奏・合唱

楽譜資料 音源復元 関連史料 Webコンテンツ

図書館資料・蔵書 映像・WEB上の関連情報

「講義映像アーカイブと選書展」

iPad用コンテンツ(展覧会用) / Web公開
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技術支援

Semantic Media WIkiを使用した演奏会情報管理システムの構築



研究室・附属組織

①資料収集 

発掘・調査
②保存・蓄積

③編集 
情報化・データ化 
コンテンツ作成

著名な作家の談話・記録映像など資料に 

直接触れることによる発見や気づき・感化

講義・講演記録映像 
インタビュー映像 
音声記録データ

演奏会録音データ 
演奏会記録データ 
大学史史料データ

卒業作品データ 
専門用語データ 
作家情報データ

調査研究資料データ

④公開　⑤共有

⑥活用 
学生・教員・一般

名誉教授実習記録映像 → 実技系授業での利用 
卒業作品講評会映像　 → 在学生への刺激 
フィールドワーク資料 → 理論研究・基盤研究での利用 
演奏会録音録画データ → 演奏会後の自己評価 
大学史史料データ　　 → 人文系研究への貢献(美術・音楽・近代史)

⑦教育・創造・研究の向上

学生アシスタント制度



57

情報の整理・統合・関連付け 
コンテンツ化

コンテンツの閲覧 
情報検索

データの共有 
(メタ+ライセンス情報)

公開・共有データの
二次・三次利用 

(本学に於いては教育・研究中心)

創作活動・講評等

活動記録 
作品情報の収集

デジタル化 
デジタル保存 
恒久的な蓄積

総合芸術アーカイブ 
ライフサイクル
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課題
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ヒト 
!

バショ 
!

カネ



誰のため? 

何のため?
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おわりに



芸術  分野 

芸大  個人 

大学  組織 

日本  芸術 

世界  日本



過去を知り現在を見る 

ミライを創造する原動力をつくること



http://archive.geidai.ac.jp/

東京藝術大学 

総合芸術大学アーカイブセンター

http://archive.geidai.ac.jp/

